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( 1 ) 再生過程における酵素活性と立体構造の変化



















菌を45 0 C で培養した場合37 0 C にくらべて生育およびアミラーゼ産生に著るしい相異は認められな
い。また培養液を室温に戻しでも活性の増加は見られなし'10 このことは生体内におけるアミラーゼの
立体構造形成には再生の実験で考慮されなかった要因が存在することを示している口それはいくつか






CMC-A および PS-A と呼ぶ)をつくった。 このアミラーゼ誘導体はもとのアミラーゼに対して夫
々 2.4%および0.8%の酵素活性をもっていた。またこのアミラーゼ誘導体はもとのアミラーゼに比べ
変性環境 C4.5M尿素， 500 C) に対して強い抵抗性を示す。アミラーゼ誘導体を 8M尿素， pH 3.2 あ
るいは 8M尿素， M/400 EDTA 中に24時間放置し変性剤を除去すると PS-A の酵素活性は10--30
%しか回復しないが CMC-A の活性は Ca イオンが充分に存在する場合急速にもとの値まで回復す
る。 Ca 量が不充分な場合あるいは EDTA または SDS が存在する場合回復は阻害される。再生の
最適 pH はアアミラーゼが8.0--8.5で細胞の pH より幾分アノレカリ性であるのに対して CMC-A で
は 7 付近である。変性処理で CMC-A の立体構造が完全に破壊されているかどうかという疑問は残
るが， 少くとも完全に失活しているということは pH5.0 で再生させた場合ほとんど活性が回復しな
いことから明らかである。 また定性的にも変性・未変性 CMC-A の差スペクトノレで変性による青方
移動が認められる。菌体内におけるアミラーゼの立体構造形成に温度 C45 0 C) の影響は認められな
かったが CMC-A の再生に対しても Ca 量が充分である場合は影響しない。
このようにカノレポキシメチル・セルロースに結合させたアミラーゼの再生はいくつかの点で生体内
におけるアミラーゼの立体構造形成の過程と類似している。即ち再生現象において分子どうしが互い















をうけ， SDS の存在や加熱 (40-50 0 ) によって再生を抑制される。電気泳動の結果によると再生中
の系は未変性構造に回復したものと，若干の変化をうけたものの混合系で中間の活性を示す構造の存
在は否定せられたD
また SDS の存在下での枯草菌の培養から SDS によるアミラーゼの産生の低下は，高分子鎖の正
しい折りたたみの阻害によるのではなく合成そのものの阻害によることが明らかにされたD また温度






アミラーゼ自身が急速に変性する4.5M尿素50 0 C という条件でも比較的安定なことを認め，ポリペプ
チド鎖の固定によって変性タンパク質の再生現象と生合成系の立体構造形成の聞に類似性が一層増す
乙とを明らかにした。
以上福士君の研究は，タンパク質の完全空間構造の保持と形成に新らしい知見を加えたもので理学
博土の学位論文として十分価値のあるものと認める。
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